
す
る
確
認
大
学
等
の
学
部
等
（
以
下
「
公

示
対
象
学
部
等
」
と
い
う
。）に
在
学
す
る

者

十
五
万
四
千
五
百
円
未
満

税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十

六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同

法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）に
係
る
生
計
維
持
者
の
扶
養

親
族
（
当
該
生
計
維
持
者
が
、
同
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
所
得
割

の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に

住
所
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
適
切
と
認
め
ら
れ

る
者
）
を
い
い
、
生
計
維
持
者
の
い
ず
れ

か
の
尊
属
で
あ
る
者
及
び
扶
養
す
る
生
計

維
持
者
の
年
長
者
（
生
計
維
持
者
の
い
ず

れ
か
の
子
で
あ
る
者
を
除
く
。）を
除
く
。

以
下
同
じ
。）で
あ
る
者
又
は
特
に
そ
の
授

業
料
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
必
要

性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
が
別
に
公
示
す
る
確
認
大
学

等
の
学
部
等
（
以
下「
公
示
対
象
学
部
等
」

と
い
う
。）に
在
学
す
る
者

十
五
万
四
千

五
百
円
未
満

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

ロ

選
考
対
象
者
及
び
そ
の
生
計
維
持
者
が
有

す
る
資
産
の
合
計
額

五
千
万
円
未
満

ロ

選
考
対
象
者
及
び
そ
の
生
計
維
持
者
が
有

す
る
資
産（
現
金
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
、

預
貯
金
並
び
に
有
価
証
券
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
合
計
額

二
千
万
円
未
満
（
生
計
維

持
者
が
一
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
千
二

百
五
十
万
円
未
満
）

３

前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
過
去
に
減
免
認
定
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
も
の
に
係
る
特
に
優
れ
た
者
で

あ
る
こ
と
に
係
る
判
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
確
認
大
学
等
に
お
け
る
学
業
成
績
が
別

表
第
二
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を

判
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
判
定
の
結
果
、
当
該
学
業

成
績
が
同
表
の
上
欄
に
定
め
る
廃
止
の
区
分
に
該

当
し
な
い
と
き
は
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
。

３

前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
過
去
に
授
業
料
等
減
免

対
象
者
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
も

の
に
係
る
選
考
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
確
認
大
学
等
に
お
け
る
学
業
成
績
が
別
表
第
二

に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
判
定
の
結
果
、
当
該
学
業
成
績
が

別
表
第
二
の
上
欄
に
定
め
る
廃
止
の
区
分
に
該
当

し
な
い
と
き
は
、
特
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
す
る
。

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
同
上
﹈

５

第
二
項
第
四
号
イ

の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
第
三
号
イ

の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６

減
免
変
更
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
授
業
料
等

減
免
対
象
者
（
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
授

業
料
等
減
免
対
象
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係

る
選
考
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
授
業
料
等
減
免

対
象
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
授
業
料

等
減
免
対
象
者
（
以
下
「
第
一
号
授
業
料
等
減

免
対
象
者
」
と
い
う
。）
第
二
項
第
四
号
に
掲

げ
る
方
法
に
よ
り
、
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号

の
認
定
事
由
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

二

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
授
業
料

等
減
免
対
象
者
（
以
下
「
第
二
号
授
業
料
等
減

免
対
象
者
」
と
い
う
。）
第
二
項
第
三
号
に
掲

げ
る
方
法
に
よ
り
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号

の
認
定
事
由
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

７

確
認
大
学
等
の
設
置
者
は
、
第
一
項
及
び
第
六

項
の
選
考
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
機
構
省
令
第

二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が

行
う
給
付
奨
学
生
認
定
に
係
る
選
考
の
結
果
そ
の

他
の
機
構
の
保
有
す
る
情
報
（
次
条
第
三
項
に
お

い
て
「
機
構
選
考
結
果
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

４

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

５

第
二
項
第
三
号
イ

の
「
多
子
世
帯
」
と
は
、

生
計
維
持
者
の
扶
養
親
族
の
数
が
三
以
上
で
あ
る

世
帯
を
い
う
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報 


		2025-03-31T18:35:07+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



